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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナセルに設けられる風向計と、
　ローターヘッドの回転中心位置から半径線方向に同じ距離をおくと共に周方向位置を異
ならせるようにローターヘッドに設けられる複数の圧力センサーと、
　前記風向計によって得られるおおよその風上方向にプロペラを向け、前記各圧力センサ
ーにより検知される圧力値が互いに一致する真の風上方向にプロペラの向きを調節する制
御手段と
　を備えていることを特徴とするプロペラ型風力発電システム。
【請求項２】
　ナセルに風速計も設けられており、
　風向計で計測される風向データと、風速計で計測される風速データと、各圧力センサー
の風圧値から求まる真の風向データとを、対応関係で蓄積していくデータ蓄積手段が備え
られていると共に、
　前記風向計及び風速計で計測された現在の風速と風向とから、前記データ蓄積手段に蓄
積されたデータに基づいて、現在の真の風向を割り出す真の風向割出し手段が備えられ、
かつ、
　該真の風向割出し手段によって割り出された現在の真の風向に基づいて、ナセルをその
方向に向ける制御を行う制御手段が備えられ、
　前記圧力センサーにより検知される圧力値に基づいた制御を省略して、真の風向割出し
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手段によって割り出された現在の真の風向に基づき、ナセルをその方向に向ける制御を行
うことができるようになされている請求項１に記載のプロペラ型風力発電システム。
【請求項３】
　真の風向割出し手段によって割り出された現在の真の風向を表示する表示手段が備えら
れている請求項２に記載のプロペラ型風力発電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロペラ型風力発電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プロペラ型風車を用いた風力発電では、プロペラの回転中心側に位置するナセルに風向
風速計を設置し、その風向風速計によって計測された風向データに基づいて、プロペラの
向きを風上に向けるようにすることが行われている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、ナセルに風向風速計を設置したのでは、プロペラを回転させて通過した後の
風の向きを風向風速計が計測してしまうため、実際の風の向きと、風向風速計が計測した
風の向きとが完全に一致しないことは、普通に予測されるところである。
【０００４】
　確かに、その不一致が単なる許容誤差範囲のものであれば無視しても差し支えないけれ
ども、調査によれば、特に大型のプロペラ風車において、許容範囲を超える不一致を生じ
ている場合があり、プロペラを実際の風向に向けていたならば得られたであろう電力と、
実際に得られる電力との差が非常に大きなものになってしまう場合があった。
【０００５】
　そこで、プロペラを通過する前の風の向きを計測すればよいけれども、プロペラの回転
中心側においてそのような位置というと、プロペラのローターヘッドしかなく、しかしな
がら、ローターヘッドはブレードとともに回転する部分であり、そこに風向風速計を付け
れば風向風速計も回ってしまうし、ローターヘッド自体で起こる風向変化も問題となって
くる。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題背景において、大型のプロペラ型風車であっても、これを
正確に風上に向けて効率の良い発電を実現することができ、しかも、それを容易に実現す
ることができるプロペラ型風力発電システムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題は、ナセルに風向計が設けられると共に、
　複数の圧力センサーが、ローターヘッドに、その回転中心位置から半径線方向に同じ距
離をおくと共に周方向位置を異ならせるようにして設けられていることを特徴とするプロ
ペラ型風力発電システムによって解決される。
【０００８】
　このシステムでは、ナセルに設置された風向計によっておおよその風上方向を知ること
ができる。その方向にプロペラを向け、ローターヘッドに設けられている各圧力センサー
が検知する風圧値が互いに一致していなければ、プロペラは正確には風上方向に向いてい
ないことなり、プロペラの向きを調節することでこれらの風圧値を一致させれば、その向
きが正確な真の風上方向であり、プロペラはその方向を向く。このように、本発明は、ナ
セルに風向計を設置し、ローターヘッドに複数の圧力センサーを所定の態様で設けたもの
であり、大型のプロペラ型風車であっても、これを正確に風上に向けて効率の良い発電を
実現することができ、しかも、それを容易に実現することができる。
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【０００９】
　上記のシステムにおいて、ナセルに風速計も設けられており、
　風向計で計測される風向データと、風速計で計測される風速データと、各圧力センサー
の風圧値から求まる真の風向データとを、対応関係で蓄積していくデータ蓄積手段が備え
られているとよい。
【００１０】
　このシステムでは、風向計で計測される風向をもとに、データ蓄積手段に蓄積されたデ
ータに基づいて、実際の風上方向を求めることができ、各圧力センサーで検知される風圧
値を一致させるための工程を省略することができ、プロペラを正確な風上方向により一層
容易に向けることができるようになる。
【００１１】
　特に、本システムでは、風速計が設けられ、該風速計で計測される風速データも関連づ
けられているため、風向計で計測される風向が同じであっても風速計で計測される風速が
異なると、真の風向も異なることに対処することができて、データ蓄積手段に蓄積されて
いくデータの精度を高めることができ、プロペラを精度良く風上方向に向けることができ
る。
【００１２】
　また、風向計及び風速計で計測された現在の風速と風向とから、前記データ蓄積手段に
蓄積されたデータに基づいて、現在の真の風向を割り出す真の風向割出し手段が備えられ
ている場合は、データ解析の手間を省くことができ、正確な風上方向を容易に把握するこ
とができる。
【００１３】
　また、上記の課題は、ナセルに風向計と風速計が設けられ、該風速計と、風向計と、上
記のようにして得られた蓄積データとに基づいて、現在の真の風向を割り出す真の風向割
出し手段が備えられていることを特徴とするプロペラ型風力発電システムによっても解決
される。このシステムでは特に、ローターヘッドに圧力センサーを設ける手間を省くこと
ができる。
【００１４】
　上記の各システムにおいて、真の風向割出し手段によって割り出された現在の真の風向
を表示する表示手段が備えられている場合は、その表示に基づいて、真の風向を把握する
ことができることはもちろん、プロペラの向きの変更を人的操作で行う構成となっている
場合に操作者への情報伝達に役立つ。
【００１５】
　また、真の風向割出し手段によって割り出された現在の真の風向に基づいて、ナセルを
その方向に向ける制御を行う制御手段が備えられている場合は、プロペラの向きを人的操
作によらずに制御手段によって自動で正確な風上方向に向けることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、以上のとおりのものであるから、大型のプロペラ型風車であっても、これを
正確に風上に向けて効率の良い発電を実現することができ、しかも、それを容易に実現す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　次に、本発明の実施最良形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
　図１～図４に示す第１実施形態のプロペラ型風力発電システムにおいて、図１及び図４
に示すように、１はプロペラ型風車であり、該風車１は３つのブレード２…を備え、ナセ
ル３には風向風速計４が設けられると共に、図１に示すように、３つの圧力センサー５…
が、ローターヘッド６に、その回転中心位置７から半径線方向に同じ距離をおくと共に周
方向位置を異ならせるようにして、ブレード２との相対位置関係を同じにするように周方
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向に等間隔で設けられている。
【００１９】
　このように、風向風速計４と圧力センサー５…を備えさせることで、次のようにして、
風車１を図３（ロ）に示すような正確な風上方向に向けることができる。
【００２０】
　即ち、風向風速計４によっておおよその風上方向を知ることができる。そこで、風車１
を風向風速計４によって計測された風向と一致するように向け、ローターヘッド６に設け
られている各圧力センサー５…が検知する風圧値が互いに一致するかどうかを確認する。
一致していなければ、風車１は、図３（イ）に示すように、実際の風上方向からずれた方
向を向いていることになる。そこで、風車１の向きを、各圧力センサー５…が検知する風
圧値が互いに一致するように調節していく。
【００２１】
　この調節は、人的操作によって行われてもよいし、向き自動探索手段を用いて行うよう
にしてもよい。そして、この調節工程によって、各圧力センサー５…の検知する風圧値が
互いに一致したとき、その向きが真の風上方向であり、風車１は図３（ロ）に示すように
その方向を向くことができる。このように、上記のシステムによれば、風車１を正確に風
上に向けて効率の良い発電を実現することができ、しかも、それを容易に実現することが
できる。
【００２２】
　そして、本実施形態では更に、図２に示すように、データ蓄積手段８が備えられ、風向
風速計４で計測される風向データと風速データ、及び、上記の調節で求められる真の風向
データとが対応関係で蓄積されていくようになされている。これらのデータは、例えば、
コンピューターのハードディスクなどにデータベースとして蓄積されていく。
【００２３】
　なお、９は、例えば、上記の調節工程によって求まる真の風向をデータ蓄積手段８に入
力する入力部である。入力部９は、調節工程を人的操作によって行う場合には例えばキー
ボードなどからなり、調節工程を向き自動探索手段で行う場合には、向き自動探索手段に
備えられたデータ送信部などからなる。
【００２４】
　上記のようにデータ蓄積手段８にデータを蓄積していくことにより、その蓄積データを
用いることによって、風向風速計４で計測された風向と風速とから、真の風向を求めるこ
とができ、各圧力センサー５…で検知される風圧値を一致させるための調節工程を省略し
て直接、風車１を正確な風上方向に向けることが可能となる。
【００２５】
　なお、このデータ蓄積手段８に、風速データも蓄積するようにしているのは、風向風速
計４で計測される風向が同じであっても風速が異なれば、真の風向も異なってしまうから
であり、より信頼性の高いデーターベースを築くためである。
【００２６】
　更に、本実施形態では、図２に示すように、真の風向割出し手段１０が備えられ、この
割出し手段１０により、風向風速計４で計測された現在の風向と風速を入力し、データ蓄
積手段８に蓄積されたデータに基づいて、現在の真の風向を割り出すデータ処理がコンピ
ューターなどによって行われるようになされている。
【００２７】
　なお、割出しの具体的方法に制限はなく、例えば、風向風速計４で計測された現在の風
向と風速と一致ないしは近似するデータをデータ蓄積手段８に蓄積されたデータから検索
して割り出すものであってもよいし、データ蓄積手段８に蓄積されたデータに基づいて形
成される式に当てはめて割り出すものであってもよい。
【００２８】
　こうして割り出された真の風向は、図２に示すように、ディスプレイや電光掲示板など
の表示手段１１に表示され、真の風向を知ることができる。風車１の向きの操作を人的操



(5) JP 4607450 B2 2011.1.5

10

20

30

40

作で行うようになされている場合は、その表示に基づいて、風車１を真の風上方向に向け
る操作を容易に行うことができる。
【００２９】
　しかし、本実施形態では、図２に示すように、制御手段１２が備えられ、割出し手段１
０で割り出されたデータに基づいて、風車１が自動で真の風上方向に向くようになされて
いる。制御は、風車１が現在向いている方向と、真の風上方向とのデータから、どれだけ
向きを変化させればよいかを求め、その結果に基づいて、風車１の向き変更駆動部を駆動
させるなどの方法により行うことができる。
【００３０】
　このように、データ蓄積手段８に蓄積することで、更には、割出し手段１０に真の風向
を割り出させたり、その結果を表示手段１１に表示させたり、制御手段１２で風車１の向
きを実際の風上方向に変更させたりすることで、当初行われていた圧力センサー５…によ
る調節工程をなくして、風車１を真の風上方向に容易に向けることができるようになる。
【００３１】
　図５に示す第２実施形態のプロペラ型風力発電システムは、第１実施形態のシステムか
ら圧力センサー５…が省略されている。１３はデータ記憶手段であり、該データ記憶手段
１３には、第１実施形態のシステムによってデータ蓄積手段８に蓄積されたデータが記憶
されており、第１実施形態のシステムのデータ蓄積手段８そのものであってもよいし、あ
るいは、第１実施形態のシステムのデータ蓄積手段８に蓄積されたデータのコピーが記憶
されたものであってもよい。その他は、第１実施形態と同様である。
【００３２】
　このシステムでは、データ記憶手段１３に記憶されているデータと風向風速計４で計測
される風向と風速とから、割出し手段１０で真の風上方向が割り出され、圧力センサー５
…なしで、風車１を正確に風上に向けて効率の良い発電を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】第１実施形態のプロペラ型風車のプロペラ中心側を示すもので、図（イ）は正面
図、図（ロ）は側面図である。
【図２】システムの構成を示すブロック図である。
【図３】図（イ）及び図（ロ）は真の風上方向に対する風車の向きを示す平面図である。
【図４】プロペラ型風車の側面図である。
【図５】第２実施形態のシステムの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００３４】
　１…プロペラ型風車
　３…ナセル
　４…風向風速計
　５…圧力センサー
　６…ローターヘッド
　８…データ蓄積手段
１０…割出し手段
１１…表示手段
１２…制御手段
１３…データ記憶手段
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